
　フッ素が作用できるのは、エナメル質の表面からおおよそ300μmの領域です。２つのフッ素ＮａＦとＭＦＰを同時に

歯に作用させたとき、領域内の部位ごとに主となって働くフッ素が異なってきます。歯の表面に近い「外側」（表面か

らの深さ、０～約50μm ）でむし歯を予防する作用は、ＮａＦの働きによるものが大きく、歯の表面から遠い「内側」

（約50～約300μm ）でむし歯を予防する作用は、ＭＦＰの働きによるものが大きいのです。

　クリアクリーンプラスは、２つのフッ素がエナメル質表層付近の内側・外側で作用して、初期むし歯の再石灰化を促

進し、むし歯の発生と進行を防ぎます。

http://www.kao.co.jp/rule/rule1.html
http://www.kao.co.jp/rule/rule2.html



